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1．背景と目的
　ネットワークの普及に伴いインターネット上には医
療に関する多くの情報が氾濫しており，医療機関に
おいても多くの情報が電子化され蓄積されている．
しかし現状ではそれらの情報が必ずしも有効利用さ
れているとはいい難い状況である．すなわち患者や
家族が医療知識を得るためには，難解な専門書を調
べたりインターネットを検索して膨大な情報から信頼
できる知識を取捨選択して獲得する必要がある．医
療従事者においても専門知識は主に専門書や学術論
文といった印刷物を入手して時間をかけて学習する
ことによって専門知識を獲得する必要がある．いまま
でこのような状態が続いていた背景には，情報を抽
出する際に情報を利用する側の知識や論理を活用す
る技術が確立できていなかったことが挙げられる．
　このような反省に基づき，最近ではセマンティック
ウェブを構成するResource Description Framework

（RDF）や概念体系（オントロジー）などの技術を医療
情報に応用しようという取り組みが提唱され1, 2），研
究報告もみられるようになってきた3～6）．日本医療情
報学会においても2006年には「医療情報とセマン
ティックス」をテーマとした学術大会が神戸で開催さ
れ大盛況であった．われわれは2002年からこれらの
技術に着目して利用する側の知識や論理に基づいた
医療情報データベースを構築すると同時に，いった
ん構築したデータベースを利用者の立場で進化させ
ていくことが可能な情報処理技術について多くの大
学や研究機関で連携して研究を行ってきた7～9）．本報
告では人間の知識獲得を支援することが可能なデー
タベース技術と，それらを応用したいくつかの研究成
果について述べる．

2．セマンティックウェブ技術の応用
　セマンティックウェブは，データに意味（セマン
ティック）を付与することで，コンピュータで処理で
きるように記述するための技術であり，1998年にイギ
リス出身の計算機科学者Tim Berners-Leeによって提
唱された．その後，データに意味を付与する表現方
法の枠組みについてWeb技術の標準化団体World 

Wide Web Consortium（W3C）において検討され，セ
マンティックウェブの標準技術としてRDFを最終承
認し，W3C勧告として2004年 2 月に公開した．
　RDFは従来のRelational Data Base（RDB）とはデー
タモデルが異なり，簡単なルールでデータを構成する
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それぞれのエレメントとその関係を動的に記述してい
く．したがってデータベースを設計する際に不確実性
を有した情報であっても容易にデータベースに追記し
ていくことができる．なお，それぞれのデータエレメ
ントはタグでデータに意味や構造を埋め込んでいく
マークアップ言語であるExtensible Markup Language

（XML）を用いてデータにセマンティックを付与する．
　Fig. 1に論文データにRDFを応用した場合のデータ
構造について，従来のRDBとの対比で示す．Fig. 1の
上図はRDBの例である．列に論文を形成するデータ
エレメント，行に論文IDを割付，それぞれのセルに
データを挿入している．論文を追加したりデータエレ
メントごとに検索してソートすることができる．Fig. 1

の下図はRDFの例である．論文IDを中心にデータエ
レメントとその関係が数珠つながりで蓄積される．も

Fig. 1 Comparison between RDB model and RDF model
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ちろん同一のキーワードが他の論文に使用されてい
たり，著者が他の論文を執筆していたり共著であっ
た場合は，その関係も表現される．その結果，全体
が膨大なネットワーク状のデータベースとして表現さ
れる．データベースから特定のデータエレメントと特
定の関係のみを抽出することにより必要な知識が提
供される．

3．応用例と今後の方向性
　RDFを応用してネットワーク状に関係を記述した
データベースを構築することにより以下に示すような
知識が抽出できる．
　論文や学術文献から必要な情報を正しく抽出する
ためには専門用語を正しく用いることが重要である．
しかし専門用語は多くの複合語や同義語が存在する
と同時に常に新陳代謝を繰り返している．辞書だけ

では常に新しい言葉やローカルな要素まで含めた特
殊な表現を網羅することは不可能である．本システ
ムでは論文を検索する際に利用者から専門用語の知
識を吸収することにより，動的に専門用語のオントロ
ジーを生成することができる．さらにこのオントロ
ジーを利用して研究グループやキーマンの抽出が可
能である．
　一方，所見レポートや退院サマリなどの臨床デー
タを利用して，さまざまな切り口から過去の症例を分
析して診断支援を行うことができる．また看護介護に
おける症例や対処方法における経験をデータベース
化することにより，ヘルスケア領域に寄与するような
システムを構築することも可能である．さらに今後は
個々のデータベースを連携させることにより，オンラ
インティーチングや診療シミュレーション，e-learning

などへの応用も期待される．
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